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    那 珂 川 町      

水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち なかがわ 



は じ め に 

 

 本町は、町の将来を見据え、長期の視野に立った総合的かつ計画的な環境づ

くりを行うため、第２次那珂川町環境基本計画を平成２６年３月に策定いたし

ました。 

 この環境プランは、第５次那珂川町総合計画の中に示した町の将来像「自然

と人がとけあう 活力あふれるまち なかがわ」を環境面から実現するための

マスタープランです。 

 本書は、環境プランの適正な進行管理を図ることを目的とし、平成２６年度

における「人づくり・地域づくり」、「自然環境」、「生活・快適環境」、「資源・

エネルギー環境」の４つの長期的目標に対する進捗状況、またその中でも最も

重点的に取り組むべき、プロジェクトに対する進捗状況をまとめたものであり

ます。 

 これからも本町の環境を守り育てていくため、住民、民間団体、事業者、行

政が一体となって、環境に配慮したまちづくりに取り組んでいきます。 
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④

①

ペットのフンの放置防止やポ
イ捨て防止など、住民の環境
モラル向上に向けた啓発を推
進します。

①

教育現場との連携強化によ
る、学校における環境教育・
学習の推進・充実を図りま
す。

安徳北小学校においてごみの分別・減量に関する
講座を実施しました。

③

地域環境の環境に詳しい人や
環境保全活動団体等が、地域
環境の伝承者として活動でき
る場を創出します。

環境保全活動団体等が環境フェアに参加してもら
うように協力を依頼しました。
参加団体数：18団体

婦人会の生活学習会が、文化祭でエコ石鹸（廃油
石鹸）とほう酸団子（ゴキブリ団子）をつくり、
販売とPRを行いました。
また、那珂川町竹プロジェクトで、竹林の環境保
全を実施しました。
実施回数：3回

②

狂犬病予防注射時に啓発グッズを配布及び町広報
紙にペットの飼い方に関するマナー啓発を掲載し
ました。

②

環境フェア等のイベント時に
は、環境パネルの展示等によ
る住民や来訪者への情報発
信・提供を行います。

11/30に行われた環境フェアを通し、情報を発信し
ました。

総合学習事業の中で、那珂川町の川などを探検
し、自然について学びました。また、花いっぱい
運動を行い、花苗を育て、環境美化に努めまし
た。

家庭や地域、学校、環境保全
活動団体、事業者等、様々な
主体が協働で行う地域環境活
動を通して、環境教育・学習
の場や機会を創出します。

環境フェアにおいて小中学生を対象に「環境ポス
ター」の展示や表彰などを実施しました。

総合学習事業の野菜を育てる活動の中で、野菜に
関心を持ち、大切に育てようとする心情を育てる
ことができました。また、地域の方と一緒に土づ
くりや水やり、収穫を行うことで交流を深めまし
た。

幼児から大人まで、年齢層に
応じた副読本やチラシ等の啓
発資料を作成、配布します。

県等のモラルの資料を参考にチラシを作成し配布
しました。

◆　人づくり・地域づくり分野

め ざ す 環 境 像

環 境 分 野 と 方 針

環 境 目 標

主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

人づくり・地域づくり分野　　　1 先人の英知と心をつなぎます。

水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

1-1 地域の環境に誇りをもって、環境保全活動を通じて、英知と活力、笑顔とふれあいがつながるま
　　ちを目指します。

定期的に地域のニーズに応じ
た定期的な環境出前講座を実
施します。

地域向けのダンボールコンポスト講座を開催し、
生ごみ減量に関する啓発を実施しました。

③
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主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

1-1-2 1-1-2-1

1-1-2-2
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②

環
境
保
全
活
動
の
充
実
・
拡
大

②

①

ボランティア支援センターが開催する講座で環境
保全活動団体の活動を紹介しました。

①
クリーンパートナー制度等を
活用し、協働のまちづくりに
向けて支援していきます。

町内の環境保全に貢献した個
人や団体に対して、那珂川町
表彰規定に基づき表彰を行い
ます。

環境美化に取り組んでいる団体「梶原川会」を表
彰（平成26年11月3日実施）しました。

③

町内事業者に対して、環境経
営システムであるエコアク
ション21（EA21)の認証取得を
促進するために、情報提供を
行います。

事業者に対し、情報提供を実施しました。

環境保全活動の充実に向け
て、住民や環境保全活動団
体、事業者等、各主体との積
極的な意見・情報交換及び交
流を深めるための情報提供に
努めます。

各主体が交流を深めるためエコピア祭り及び環境
フェアへの参加の周知を実施しました。

環境保全活動団体の活動内容をジュニアボラン
ティアにボランティア支援センターが開催する講
座で紹介することで、環境ボランティア育成の一
助となりました。

平成26年度中に2団体が加盟し、年度末で15団体と
なりました。

環境保全活動団体、事業者等
の活動を積極的に紹介し、環
境ボランティア育成に努めま
す。
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然
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の
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・
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鳥
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へ
の
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策
強
化

②

有害鳥獣の生態を知り、えさ
場とならない環境づくり、追
い払いなど、地域との連携に
よる被害防除に取り組みま
す。

農林産物の生産者等を対象にした鳥獣被害対策研
修会を開催しました。
参加者数：42人

地域との連携によって、荒廃
農地の有効利用や水路の適正
管理等、生態系に配慮しつつ
保全管理を行います。

那珂川町の全農地のパトロール行い、荒廃農地の
所有者へ意向確認を実施しました。また貸出し希
望者へは耕作者の斡旋等も実施しました。

里
地
里
山
の
適
正
管
理
と
利
用

①

里地里山の適正管理ととも
に、自然と人との適切なすみ
わけを実現するために必要な
有害鳥獣被害対策を薦めま
す。

有害鳥獣被害対策として福岡県鳥獣被害防止総合
対策交付金（鳥獣被害防止総合支援事業）を活用
し、侵入防護柵を設置しました。
設置距離：イノシシ対策用ワイヤーメッシュ柵
　　　　　27,500ｍ
　　　　　ニホンザル対策用ネット　3,960ｍ

①

健全な森林を再生し、守り育
てるために、福岡県森林環境
税事業等を活用した森林管理
を推進します。

福岡県森林環境税を活用した福岡県荒廃森林再生
事業を実施し、15年以上整備されていない森林の
間伐（侵入竹の除去を含む）を実施しました。
間伐面積：16.01ha

②
植林地の管理と公共建築物等
への木材利用を推進します。

那珂川町内の公共建築物等における木材の利用の
促進に関する方針に基づき、公共建築物等の木
造・木質化を図るため、関係各課と協議を実施し
ました。

③
竹林の適正な管理と竹の有効
活用を推進します。

那珂川町竹プロジェクトの活動を支援するため、
裂田溝（さくたのうなで）ライトアップ事業に協
力しました。

④

①

町内の自然環境に対する影響
が想定される行為に対して
は、自然環境関連法や那珂川
町森林等の土地保全に関する
条例等の規定に基づき対処し
ます。

関係課からの書類検査、必要に応じて現地確認調
査を行い、随時指導・助言等を実施しました。

貴
重
な
固
有
の
自
然
環
境
の
保
全

福岡県が許可する林地開発（変更計画）に関し
て、森林法第10条の2に基づき意見書を提出しまし
た。
提出件数：2件

②

脊振山や九千部山などの山
林、那珂川や梶原川などの河
川、農地等の自然環境及び自
然景観を防災に配慮しながら
保全します。

④

自然環境の変化を把握するた
め、自然環境観察員と地域住
民の協力を得ながら、自然環
境調査を実施していきます。

自然環境観察員が整備されなかったため、実施し
ませんでした。
(Ｈ27年度に自然環境観察員を整備予定)

  災害対策工事として、治山事業施行申請を福岡県
　に対して実施しました。
  申請件数：1件

那珂川床上浸水対策特別緊急事業により環境に配
慮した護岸及び井堰整備（魚道整備）が行われま
した。

③
町内に生息生育している希少
な動植物等、生態系の保全を
図ります。

昨年度実施した箇所の生息状況の確認を実施しま
した。

主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

◆　自然環境分野

め ざ す 環 境 像

環 境 分 野 と 方 針

水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

自然環境分野　　　2 自慢の水と緑を育てます。

環   境   目   標
2-1 私たちの生命の営みの基盤となる、町の自慢の豊かな自然環境を保全、創造、再生して、自然
　　と共生するまちを目指します。
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主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

2-1-1 2-1-1-4

2-1-2 2-1-2-1

2-1-2-2

　
　
自
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・
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自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
・
場
の
創
出

 
自
然
と
の

 
ふ
れ
あ
い
の
場
の
整
備

定着した特定外来生物がいませんでしたので、防
除策を実施しませんでした。

②
市民農園の開設と利用促進を
図るとともに、適正な管理に
ついて啓発を図ります。

農地所有者へ市民農園を開設して頂くために町
ホームページ等で啓発普及を行いました。また、
空き農園が出た場合は町ホームページで利用者の
募集を実施しました。
市民農園数：6園　区画数：154　面積：62a

①

親水公園や自然観察の森な
ど、自然と親しみ、ふれあう
場の整備と活用を推進しま
す。

西隈那珂川左岸（轟橋から安西橋まで）を県に要
望して、西隈水辺公園を整備しました。

環境教育や自然とのふれあい
の場として、遠足等でグリー
ンピアなかがわの活用を学校
に呼びかけます。

グリーンピアなかがわで那珂川町林業研究会及び
那珂川町女性林業研究グループが主催するグリー
ンパートナー交流事業に、町内小学校が(毎年1校)
参加し(平成26年度は安徳小学校）、自然とふれあ
い、森林機能、森林資源の活用を学習しました。
また、総合学習事業の野菜を育てる活動の中で、
自然とふれあい、親しむ取り組みを実施しまし
た。

自
然
と
親
し
む
機
会
の
提
供

②
ホタルの育成、鮎等の稚魚放
流事業を通じて、保護及び育
成活動を進めます。

4/17に鮎稚魚放流を行い育成活動を推進しまし
た。

③

自然環境に関する副読本の作
成や自然や生き物等とふれあ
う学習等の啓発に取り組みま
す。

自然観察ガイドブック（稀少性植物版）を作成す
るため、Ｈ27予算を計上しました。
(Ｈ27作成予定)

④

①
環境フェアや水辺教室、川の
自然観察会（鮎稚魚放流）等
を継続的に実施します。

4/17に鮎稚魚放流及び11/30に環境フェアを実施し
ました。

町広報紙等への掲載を実施しました。

③
河川、ため池等への外来生物
の放流禁止を啓発します。

町広報紙等への掲載を実施しました。

①
外来生物に関する情報を提供
します。

町広報紙等への掲載を実施しました。

外
来
生
物
対
策
の
推
進

②

外来生物やペットの放流・遺
棄の禁止など、外来生物・
ペットを取り扱う者への啓発
を強化します。

④
定着した特定外来生物につい
ては、適切な防除策を行いま
す。
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3-1-1 3-1-1-1

3-1-2 3-1-2-1

大
気
環
境
の
保
全

水
環
境
・
土
壌
環
境
の
保
全

水
質
保
全
対
策
・
水
資
源
の
有
効
利
用

大
気
汚
染
対
策
の
推
進

⑦

⑤

③

法面緑化や透水性舗装等によ
り、地下水のかん養に努めま
す。

③
野外焼却等の違法処理に対す
る監視・指導を強化します。

野外焼却等の違法処理に対する監視・指導を実施
しました。
事業所指導件数：19件　個人指導件数：18件

②
大気汚染防止法、悪臭防止
法、県条例に基づく工場・事
業場への指導を進めます。

苦情事業所等に対して、県並びに町で適正指導を
実施しました。
個人指導件数：2件

町道道善片縄線の歩道を透水性舗装で整備しまし
た。
延長L=60×2＝120ｍ

⑧
公共施設では、雨水・下水処
理水の利用及び雨水浸透ます
の導入を推進します。

新築施設（ふれあいこども館）について検討しま
したが、実施には至りませんでした。

  雨水の再利用として、また、下水処理水の再利用
  は実績はありませんでした。

①

県の大気測定結果を公表する
とともに、光化学オキシダン
ト注意報や警報の発令時、Ｐ
Ｍ2.5に関する注意喚起が出さ
れた場合は、早急に情報発信
を行います。

ＰＭ2.5の注意喚起を防災行政無線及び防災メール
まもるくんを使用し情報発信を実施しました。
注意喚起：2回（Ｈ26.6.1、Ｈ27.3.22）

農薬の適正使用や家庭での使
用済み食用油の適正処理等に
関する啓発を推進します。

エコテクノ等のイベントに参加し情報収集を実施
しました。

⑥

土壌・地下水汚染調査につい
ては、土壌汚染対策法に基づ
き、県と連携して指導しま
す。

H26は土壌汚染対策法に基づく汚染の恐れがある事
案がありませんでした。

合併処理浄化槽設置者に対し
て、適正管理を指導します。

④

主要河川での水質検査、公共
施設等で井戸水を利用する施
設に対する水質検査を継続し
て行い、公表します。

  那珂川水系及び梶原川水系河川の水質検査を実施
  し、年次報告書により公表しました。
  採水地点：12地点　実施回数：2回

◆　生活・快適環境分野

め ざ す 環 境 像

環 境 分 野 と 方 針

環 境 目 標

水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

生活・快適環境分野　　　3安全で快適なまちを創ります。

3-1 清らかな水や空気に恵まれ、安全で健康的かつ、快適で美しく、ゆとりある暮らしをするまちを
    目指します。

今年度は合併処理浄化槽設置者に対しての指導は
ありませんでした。

主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

①

公共下水道区域・特定環境保
全公共下水道区域の整備を促
進するとともに、下水道への
接続を指導・誘導します。

西畑・南面里・成竹・市ノ瀬地区にて下水道整備
を実施しました。H27年5月より供用開始し、接続
を指導します。

②

那珂川町の汚水が処理されて
いる、御笠川浄化センターへ
の建設費負担による高度化処
理を実施します。

建設負担金年額36,565千円を支出しました。
町負担率:7.2%
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主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

3-1-2 3-1-2-2

3-1-2-3

3-1-3 3-1-3-1

3-1-3-2

大
気
環
境
の
保
全

③

近
隣
騒
音
対
策
の
推
進

騒
音
、

振
動
対
策
の

推
進

②

③

民
有
地
の
緑
化
と
ま
ち
な
み
景
観
の
向
上

都
市
緑
化
と
景
観
形
成

①

都
市
の
緑
化
と

適
正
な
管
理

②

②

③
行政区や事業者の協力による
清掃・美化活動の推進を図り
ます。

環境保全推進委員会議において清掃・美化活動の
推進の協力依頼を実施しました。

④

放置自転車対策として、住
民・行政・警察が連携した監
視体制を構築するとともに、
リユースするための仕組みづ
くりを行います。

住民や警察からの通報に対する対応を行い、パト
ロール員による巡回・監視活動を実施しました。

特定できた騒音発生源につい
ては、適正指導を実施しま
す。

苦情事業所等に対して、県並びに町で適正指導を
実施しました。
事業所指導件数：2件　個人指導件数：13件

花いっぱい運動を通じて、緑
化意識の高揚を図ります。

第1回花いっぱい運動：6月 8日（日）
　苗種類：メランポデューム・サルビア・マリー
ゴールド・ガザニア　合計3,200ポット
第2回花いっぱい運動：9月21日（日）
　苗種類：プロフュージョン・マリーゴールド・
千日紅　合計3,335ポット
第3回花いっぱい運動：12月14日（日）
　苗種類：ビオラ・ノースポール・金魚草
　合計3,335ポット

都市公園や緑地の適正配置、
公共空間等の緑化を推進しま
す。

町中部への（仮称）那珂川中部公園の整備を決定
しました。また、一定規模以上の宅地開発につい
て公園・緑地の整備を義務付け、緑地の確保を図
りました。

都市公園モデル事業を活用し
て、公園の清掃等の管理を進
めます。

地域住民による清掃委託を推進し、６公園を清掃
委託しました。

①
緑の募金活動とともに、花木
の苗木を配布し、緑化意識の
啓発を行います。

「緑の募金」期間に開催された「エコピアまつ
り」の会場内で募金活動を行い、募金をされた人
に苗木を配布し、緑化の啓発を実施しました。
募金額：31,509円

水に親しみ、楽しめるように
した親水護岸など、水や緑と
身近にふれあうことができる
施設整備に努めます。

西隈那珂川左岸（轟橋から安西橋まで）県に要望
して遊歩道と親水護岸を整備しました。

自動車騒音、鉄道騒音に関す
る定期的な調査を行うととも
に、調査結果が基準値を超え
る場合は、関係機関へ改善の
要請を行います。

町内の主要幹線道路において、自動車交通騒音測
定調査を実施しました。
調査道路箇所：5箇所

①
交通騒音については、地域や
警察との連携による取り組み
を行います。

交通騒音について、地域及び警察との連携を図っ
ていますが、調査・指導を行う事案がありません
でした。

①

騒音規制法、振動規制法に基
づく工場・事業場及び建設作
業の騒音・振動への指導を進
めます。

調査・指導を行う事案がありませんでしたが、建
設作業の届出の際に騒音・振動への配慮を依頼し
ました。

近隣の生活騒音等について
は、その低減に向けた住民・
事業所等へ啓発を図ります。

窓口にて転入者には生活騒音等の低減に向けた啓
発を実施しました。

②
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主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

3-1-3 3-1-3-2

3-1-4 3-1-4-1

都
市
緑
化
と

景
観
形
成

民
有
地
の
緑
化
と

ま
ち
な
み
景
観
の

向
上

文
化
財
と
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
保
全
と
活
用

歴
史
的
、

文
化
的
資
源
の
保
全
と
活
用

②

散策ルートを教材化し、小中
学生の郷土愛護の高揚を図る
とともに、文化財展示会等で
内容の周知を行います。

散策ルートを教材とし、歴史ガイドボランティア
と協働で安徳南小学校・安徳北小学校で授業を実
施しました。
実施回数：4回

③

歴史・文化資源の保全・整備
の際には住民・事業者の参加
の場を確保し、意見を反映し
ます。

裂田溝ライトアップ事業を竹プロジェクトを中心
に、山田区・安徳区をはじめとする多くの住民と
協働で実施しました。
開催日：11月15日　来訪者：約3,000名

①

那珂川町文化財保存整備基本
計画に基づく文化財散策ルー
トを来訪者が利用しやすい状
態に保つため、関係課と連携
を深め施設の充実を進めま
す。

市ノ瀬中ノ島公園内に設置している、説明看板
「市ノ瀬の文化財」が劣化したため、修繕を実施
しました。
修繕箇所：1箇所

本庁舎外壁改修工事設計の色調検討時には、周辺
景観との調和を充分配慮した上で検討しました。

⑥
空地の所有者に適正な管理を
指導します。

空地の所有者に対し、草刈りの指導を実施しまし
た。
対応件数：88件

⑤

公共施設の新築、改修などの
際は、敷地内緑化や色彩の検
討などにより、周辺景観との
調和と向上に配慮するよう検
討します。
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4-1-1 4-1-1-1

4-1-1-2

4-1-2 4-1-2-1

4-1-3 4-1-3-1

①

福岡県版環境家計簿（県民
版、事業所版、子ども版）を
広く配布し、省エネ行動の推
進を図ります。

④
生ごみの堆肥化、せん定枝葉
のリサイクル事業を推進しま
す。

②

国、県等が行っている、再生
可能エネルギー利用設備導入
の際の補助金等の情報を、住
民に提供します。

③

①

ごみ減量・リサイクルに関す
るパンフレットの配布や出前
講座を行い、情報提供・啓発
を積極的に進めます。

公共施設や住民、事業所等へ
のグリーンカーテンの普及拡
大を図ります。

②
住民・事業者・行政の連携の
もとに、マイバッグ運動やグ
リーン購入等を推進します。

②

ノーマイカーデーの推進や自
転車、バス等の公共交通機関
の利用を促進するための環境
整備に努めます。

①
公共施設等への再生可能エネ
ルギー、特に太陽光発電設備
の導入を図ります。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
動
の
推
進

健
全
な
資
源
循
環
の
推
進
と
廃
棄
物
の

適
正
処
理

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

の
導
入

公
共
施
設
等
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
率
先

導
入
と
促
進

３
R
に
基
づ
く
排
出
抑
制
と
資
源
化
の
推
進

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進

ごみ出しカレンダーを年度当初に全戸配布、ごみ
出しパンフレット（５０音順索引等）を転入者に
配布するとともに、町ホームページへの掲載を実
施しました。

環境フェアやエコピア・なかがわ祭り、及びエコ
ピア・なかがわ体験学習を実施しました。

環境フェア等で、マイバッグを配布し、利用を促
進しました。

③
ごみ分別ルールの徹底を図り
ます。

ごみ出しカレンダーを年度当初に全戸配布、ごみ
出しパンフレット（50音順索引等）を転入者に配
布するとともに、町ホームページへの掲載を実施
しました。

⑤
エコピア・なかがわ等におい
て、環境フェアや環境関連講
座等を定期的に開催します。

環境保全推進委員会議において配布しました。

電気式生ごみ処理機、設置型コンポスト、ダン
ボールコンポスト購入に対する補助を実施すると
もに、せん定枝葉の自己搬入・戸別回収事業を実
施しました。

ノーマイカーデーを毎週金曜日に実施しました。
Ｈ26.3から試験運用とし実施内容を変更しノーマ
イカー達成率向上を図りました。

4月にグループウェアの掲示版で啓発しました。

かわせみバス運行体系の見直しを実施し、利便性
の向上と利用促進に努めました。

グリーンカーテンを庁舎及び出先機関にて実施し
ました。
設置箇所：6箇所

国、県等が行っている、再生可能エネルギー利用
設備導入の際の補助金について、問合せのあった
際に住民へ情報提供を実施しました。

ふれあいこども館に太陽光発電設備を設置しまし
た。

主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

◆　資源・エネルギー環境分野

め ざ す 環 境 像

環 境 分 野 と 方 針

水と緑を育み、子どもたちに伝えるまち　なかがわ

資源・エネルギー環境分野　　　4 地域の恵みと力を活かします。

環   境   目   標
4-1  限りある地域資源を無駄なく上手に使い、地域の再生可能エネルギーを有効に活用する、地域
     の恵みを活かした暮らしを実現するまちを目指します。

第2別館改修工事において、照明器具をLED照明へ
変更しました。省

エ
ネ
ル
ギ
ー

型
設
備
の

導
入
推
進

平成22年度燃費基準10％向上達成車の軽自動車を3
台購入しました。

②
公用車の買い替え時には、順
次エコカーの導入を行いま
す。

工事の実施設計の際にLED照明の導入について確認
を行い、照明設備更新等を行う際には積極的に導
入を検討するように助言を行いました。

③
照明器具や電球の交換時期に
ＬＥＤ照明を導入しやすいよ
うな啓発を図ります。

①
公共施設には、積極的に省エ
ネルギー型設備の導入を推進
します。
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主 な 取 組 の 内 容
各  課  の  取  組  内  容

Ｈ   26   計   画 Ｈ   26   報    告

4-1-3 4-1-3-2

健
全
な
資
源
循
環
の
推
進
と
廃
棄
物
の
適
正
処
理

　
 
 
 
 
不
法
投
棄
防
止
対
策
等
の
推
進

②
林道沿いへの侵入防止策や不
法投棄禁止看板・監視カメラ
等を設置します。

不法投棄される恐れのある箇所に、防止柵・看板
を設置するとともに、不法投棄監視カメラによる
監視を実施しました。

③

地域清掃活動を実施する団体に対し、土のう袋及
び地域清掃活動用袋の支給を実施しました。

⑥

災害時に発生するごみについ
ては、臨時の集積場所を設
け、処理処分できる体制づく
りを目指します。

平成26年度は災害廃棄物が発生しませんでした。

環境保全推進委員等、住民参
加による監視体制の構築を進
めます。

環境保全推進委員を中心に不法投棄防止パトロー
ルを実施しました。

④
不法投棄防止やポイ捨て防止
に関する住民への啓発を行い
ます。

不法投棄禁止看板等により、啓発を実施しまし
た。

⑤
住民参加による地域の一斉清
掃等を支援します。

不法投棄防止パトルール員による巡回・監視を実
施しました。

①
不法投棄防止パトロールを継
続・強化します。
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平成 26 年度のごみ量 単位：ｔ
残渣率

一般家庭ごみ 10,003.60 61.9% 福岡市南部清掃工場　（焼却処理） 焼却灰
収集ごみ 8,632.08

燃えるごみ 自己搬入 300.28 14,672.43 福岡市東部埋立場
8,932.36

一日一人あたり 801.7　ｇ
燃えないごみ 収集ごみ 898.63
再資源化ごみ 自己搬入 90.67 埋立ごみ 338.45

回収ボックス 34.71
1,024.01

剪定枝 自己搬入・戸別 47.23 生じる可燃物 209.73
47.23 福岡市資源化センター

24.28
事業系ごみ 6,160.58 38.1% エコピア・なかがわ　（分別処理）

○事業所ごみ 6,041.15 1,498.58
収集ごみ 4,853.33

燃えるごみ 自己搬入 624.73 1,166.53
5,478.06

燃えないごみ 収集ごみ 403.31
再資源化ごみ 自己搬入 4.11 処理困難物 那珂川クリーン環境　（堆肥化）

407.42 タイヤ 1.22 202.90

剪定枝 自己搬入 155.67
155.67

○公共系ごみ 119.43 再資源化物 938.13
カレット　白 34.97 乾電池 5.75

燃えるごみ 臨時ごみ 52.28 カレット　茶 69.57 古紙・古布・雑紙 9.04
52.28 カレット　その他 82.21 家電線 6.66

ペットボトル 54.19 紙パック 1.97
不法投棄 10.16 容器包装プラスチック 70.25 事業系段ボール 169.02

燃えないごみ 臨時ごみ 56.99 白色トレイ 0.75 事業系雑がみ 50.95
67.15 その他紙類 17.67 小型家電 44.93

C缶ﾌﾟﾚｽ 70.27 バッテリー 0.00
ｱﾙﾐ缶ﾌﾟﾚｽ 54.58

ごみ量合計 16,164.18 100.0% その他ｱﾙﾐ 9.42
二級鉄 183.14

平成26年度人口 50,141 人（９月末現在） 生きびん 1.20
一日あたり 44.29 ｔ/日 蛍光管 1.59
一日一人あたり 883.2 ｇ/日・人

収集ごみ 14,941.49
自己搬入 1,222.69

総資源化量
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那珂川水系及び梶原川水系河川の水質検査結果状況報告

№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8 №9 №10 №11 №12

市ノ瀬付近
（那珂川）

不入道付近
（那珂川）

井尻付近
（那珂川）

山田付近
（那珂川）

別所付近
（西畑川）

別所付近
（那珂川）

東隈付近
（那珂川）

後野付近
（西川支
流）

片縄付近
（那珂川）

上梶原付近
（梶原川）

松木付近
（梶原川）

今光付近
（梶原川）

H25.09.25 7.6 7.5 7.0 7.5 7.6 7.7 7.6 7.6 7.9 7.8 7.6 7.4

H26.02.04 6.7 6.8 6.9 7.0 7.0 7.2 7.2 7.3 7.5 7.5 7.4 7.3

H26.10.08 7.6 7.5 7.5 7.5 7.5 7.6 7.6 7.5 7.6 7.6 7.7 7.5

H27.02.05 6.8 6.8 6.9 7.0 7.1 7.1 7.1 7.1 7.3 7.3 7.4 7.2

H25.09.25 2.9 3.0 3.0 3.1 3.5 3.1 3.5 4.4 5.4 3.8 5.9 4.6

H26.02.04 2.5 2.4 2.1 2.2 2.1 2.2 2.1 2.1 2.4 2.1 2.3 2.1

H26.10.08 2.9 2.3 3.3 2.8 2.2 2.3 2.4 2.0 3.4 2.1 2.4 2.3

H27.02.05 2.0 1.8 1.5 1.8 1.4 1.4 1.6 1.7 1.1 1.6 1.6 1.4

H25.09.25 2 7 4 2 4 4 1 11 4 34 3 2

H26.02.04 1未満 2 2 1 7 4 2 2 12 4 6 4

H26.10.08 2 2 2 2 3 3 13 14 110 2 1 2

H27.02.05 2 1 2 2 1未満 1 1 310 620 1 41 11

H25.09.25 3,500 540 2,400 3,500 9,200 9,200 5,400 5,400 9,200 1,600 1,600 9,200

H26.02.04 220 790 460 1,700 490 490 700 790 490 280 790 1,100

H26.10.08 350 350 540 920 5,400 9,200 1,600 1,600 3,500 920 1,600 540

H27.02.05 79 350 430 540 240 350 540 920 920 920 280 540

H25.09.25 9.50 9.70 9.20 9.70 9.50 9.70 9.80 10.20 10.70 9.00 11.60 9.30

H26.02.04 12.30 12.20 12.30 11.50 11.30 11.50 10.80 11.20 11.60 11.60 11.30 11.10

H26.10.08 7.33 7.65 8.00 8.05 10.80 9.60 9.37 9.36 11.10 11.40 16.60 18.00

H27.02.05 11.70 11.70 11.80 11.80 11.30 11.20 11.20 11.70 11.50 10.90 11.50 11.30

※　pＨ：酸性、アルカリ性の度合いを示す数値。　pＨ７が中性であり、値が小さくなるほど酸性が強く、値が大きくなるほどアルカリ性が強い。
　　ＢOD：微生物の働きにより、水中の有機物が分解される際に要する酸素の量。一般にＢＯＤの値が大きいほどその水質は悪いと言われる。
　　ＳＳ：水中に浮遊する粒径２mm以下の不溶解性物質の量。水の濁りの目安となる。　　
　　ＤO：水中に溶け込んでいる酸素の量。

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

ＤO
(溶存酸素量)
7.5mg/L以上

MPN
（大腸菌群数）

1,000MPN／100ｍｌ以下

ＳＳ
(浮遊物質量)
２５mg/L以下

ＢＯＤ
(生物化学的
酸素要求量)
２ｍｇ／L以下

ｐＨ
6.5以上8.5未満

平成26年度

那 珂 川 ・ 梶 原 川 水 系 水 質 検 査 結 果 一 覧

実施年度計 量 対 象

那珂川採水地点　 梶原川採水地点

実施日
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平成26年度 那珂川・梶原川河川採取場所 
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ダンボールコンポスト講座
（H26.6.18）

なかがわグリーンカーテン推進プロジェクト
（H26.6.15～H26.8）
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安徳南公園植樹祭作業状況
（H27.2.21)
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